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　自治調査会では、毎年、多摩地域30市町村のごみ処理の実績をまとめ、「多摩地域ごみ実態調査」として
発行しています。このたび、平成25年度統計の集計ができましたので、概要をご紹介します。

多摩地域ごみ実態調査（平成25年度統計）を発行しました
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 平成25年度 多摩地域30市町村のごみ処理の実績

「多摩地域ごみ実態調査（平成25年度統計）」の報告書は、自治調査会のホームページ
（http://www.tama-100.or.jp/）からダウンロードすることができます。

・「多摩地域ごみ実態調査
（平成25年度統計）」	
全54ページ

・「多摩地域ごみ実態調査
（平成25年度統計	概要版）」		
全18ページ

　なお、以前の報告書（平成
14年度～平成24年度統計）
についても、ダウンロードする
ことができます。
ぜひご活用ください。

多 摩 地 域 ご み 実 態 調 査
 

 平 成 25 年 度 統 計

平 成 26 年 ８ 月 発 行

 公益財団法人　東京市町村自治調査会
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　総ごみ量は1,111,387ｔとなり、前年度に比べて0.1％（996ｔ）減少しました。内訳を見ると、
収集ごみ量（主に家庭ごみの量）は927,605tとなり、前年度に比べて0.3％（3,233ｔ）減少、持
込ごみ量（主に事業系ごみの量）は183,783tとなり、前年度に比べて1.2％（2,238ｔ）増加しま
した。

▲

 総ごみ量

　１人１日当たりのごみ量（集団回収［※］量を含む。)は788ｇとなり、前年度に比べて0.4％（3ｇ）
減少しました。
※町会・自治会等の地域の団体が、紙類やびん等の資源物を回収し、直接回収業者に引き渡す自主的な資源回収

▲

 １人１日あたりのごみ量

　総資源化率（リサイクル率）は37.5％となり、前年度に比べて0.1ポイントの減少、ごみ資源化率
は32.7％となり、前年度から変わらず横ばいでした。

◆ ごみの資源化の状況を示す総資源化率（リサイクル率）とごみ資源化率は、次の計算式で求めています。

※１ 分別収集や拠点回収を行った資源ごみ（缶、びん、ペットボトル等）の量
※２ 中間処理施設において、不燃ごみや粗大ごみ等から選別された資源物の量とエコセメントの原料に
　　 使用した焼却灰の量

ごみ資源化率＝
資源ごみからの資源化量＋収集後資源化量

総ごみ量

総資源化率（リサイクル率）＝
資源ごみからの資源化量（※1）＋収集後資源化量（※2）＋集団回収量

総ごみ量＋集団回収量

▲

 ごみの資源化

　最終処分量は4,762ｔとなり、前年度に比べて13.9%（766ｔ）減少しました。
　内訳を見ると、焼却処理施設からの焼却灰が3,018tとなり、前年度に比べて18.6％（689ｔ）
減少、埋立処理された不燃残さ（不燃ごみ等を破砕選別したもの）が1,744tとなり、前年度に比
べて4.2%（77ｔ）減少しました。

▲

 最終処分量
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（公財）東京市町村自治調査会　協賛事業
（主催：伊豆諸島・小笠原諸島地域力創造対策協議会　後援：東京都町村会）

愛らんどリーグ２０１4が開催されました

　愛らんどリーグ２０１４が、平成２６年８月５日（火）から８日（金）までの４日間、東京都新島村で開催
されました。都内島しょ地域の全９町村１１島１２チームの子どもたちが、「サッカー大会」や「島じまん発
表会」に参加し、交流を深めました。

　愛らんどリーグは、伊豆諸島・小笠原諸島の少年少女たちが、サッ
カー大会を中心として、互いの地域間交流を深める事を目的に、平成６
年から毎年開催されています。21回目となる今年は、初めて新島村で開
催となりました。
　初日は新島中学校体育館にて、「島じまん発表会」と翌日の「サッカー
大会」予選リーグの組み合わせ抽選会が行われました。「島じまん発表
会」では、子どもたちによる各島の伝統芸能、歌や踊りの披露、島の特
徴の紹介など、チーム同士がアイデアを凝らして競い合い、会場内を沸
かせていました。審査の結果、ＦＣ利島ＴＵＢＡＫＩＤ'Ｓが３年連続とな
る最優秀賞を獲得しました。

　２日目からは、いよいよサッカー大会が始まりました。開会式では開
催地である新島・式根島各１名の選手たちから、はつらつとした声で選
手宣誓があり、予選リーグが始まりました。各チームは男女混合で学年
にも幅があり、点差が開く試合もありましたが、子どもたちは時折強い
日差しが照らす中、最後まで諦めずにコートを走り回っていました。各
チームの保護者やコーチを初め来賓の町村長からも、子どもたちに惜
しみない声援が送られ、良いプレーやゴールへのシュートの度に大歓
声が上がりました。

　３日目は決勝トーナメントが行われました。白熱した試合の結果、神
津島の神津ＦＣが優勝しました。開催地の新島ＦＣ（Ａ）が準優勝とな
り、八丈島ＦＣが第３位に入賞しました。
　最優秀選手、得点王、ベストゴールキーパー、ベストレディースの各個
人賞に輝いた選手たちには、美麗なオリーブグリーン色の新島ガラスで
作られたトロフィーが贈られました。
　試合終了後には子どもたちをねぎらう姿が見られ、この大会が家族や地域に一体感をもたらし、絆を再確認できる機会
であることを実感しました。

優勝おめでとう! 神津FC!!

▲島じまん大会の様子

▲最優秀選手賞のトロフィー

▲サッカー大会の様子



番号 日時 講義テーマ 教授 教場

第963回 11月6日（木）
14:00から

ワインのタイプと
日常料理の相性診断

藤原　正雄　氏
（ワイン総合研究所取締役、
元サッポロビール（株）部長)

コール田無
（西武新宿線田無駅北口　徒歩7分）

第964回 11月13日（木）
14:30から

私の「学校支援」活動
～中高生のためのキャリア教育

尾上　正嗣　氏
（元シーメンス・ヒヤリング・インスツルメンツ（株）

取締役）

遠隔視聴（サテライト）会場
武蔵野市かたらいの道
（ＪＲ三鷹駅北口　徒歩3分）

第965回 11月20日（木）
14:00から

社会保険
～高齢者の年金・医療・介護

天野　和博　氏
（特定社会保険労務士、

東京福祉専門学校非常勤講師）

田無公民館
（西武新宿線田無駅南口　徒歩3分）

第966回 11月27日（木）
14:00から 天気予報のはじまりと今 加納　裕二　氏

（前気象庁気象研究所所長）
田無公民館

（西武新宿線田無駅南口　徒歩3分）

　 ☆申し込みは必要ありません。直接会場へお越しください。
[問合せ先]　TEL 042-465-3741（浅田）　　TEL 0422-52-0908（菅原）

（会員は受講料無料・会員外は11月13日を除き、１回につき500円）

NPO法人全国生涯学習ネットワーク・公益財団法人東京市町村自治調査会共催
後援：武蔵野市教育委員会

特定非営利活動法人

東京雑学大学

多摩発・遠隔生涯学習講座

1 1 月講義案内

10・11月予定の講座案内

インターネット
放送による

日　時 平成26年10月9日（木）　14:30から約1時間
題　名 ビッグデータ・センサーネット時代のICT
講　師 甕

もたい
　昭男　氏

  （YRP研究開発推進協会会長、（株）中央コリ
ドー代表取締役、（一社）IIOT理事長）

内　容  ICT技術の進展は無線通信（スマートフォンやITSなど）、有線
通信（光ファイバーやCATVなど）、デジタルテレビ放送（地上
デジタルやBS/CSなど）というように、デジタル技術、半導体
技術、ソフトウェア技術の進展と相まって、目を見張るスピー
ドで進んできています。そこに近年、防災、減災、農業、医療、
介護、健康、エネルギー、教育、観光などあらゆる分野に、セン
サー技術でデータを集め処理するビッグデータ化の動きが
活発化してきました。これらの動きについて解説します。

日　時 平成26年11月13日（木）　14:30から約1時間
題　名 私の「学校支援」活動～中高生のためのキャリア教育
講　師 尾上　正嗣　氏
  （元シーメンス・ヒヤリング・インスツルメンツ（株）

取締役）
内　容  リタイヤ後、ボランティア活動の一環として入会した

ＮＰＯでの学校支援活動の一端を紹介します。この
ＮＰＯの学校支援活動は、「出前授業」と「ものづく
り・理科支援」に大別されています。今回は、こうした
支援活動の実際、子ども達とのふれあいの楽しさ、や
りがい等々についてお話しします。併せて、新しくで
きたＮＰＯ仲間との繋がりなどもあり、リタイヤ後の
生活のより一層の充実に役立つこと請け合いです。

○受講料　無料（ただし資料代100円）　　○サテライト会場　武蔵野市かたらいの道
○講座場所　 多摩交流センター 第2会議室（申し込みは必要ありません。直接会場にお越しください）
○ライブ中継・VOD視聴について　
　 多摩発・遠隔生涯学習講座のホームページ（http://zsgn.dp-21.net/tsgn/）から無料で、当日の講座の視聴（ライブ中

継）や過去の講座を視聴（VOD視聴）することができます。

問合せ先：TEL	080-3427-9848（高原）　TEL	0422-52-0908（菅原）

128回 129回

多摩交流センターだより
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多摩交流センターだより

☆ 多摩交流センターは、広域的市民ネットワーク活動の支援、多摩地域市民交流の場の提供等
　 を目的として活動しています。

府中駅
→宿新至子王八至←

大國魂神社↓

府中グリーンプラザ

甲州街道（国道２０号線）

武蔵府中
郵便局

スカイナード

寿町一丁目交差点

府中駅北第２庁舎６F

り
通
木
並
き
や
け

多摩交流
センター

信託銀行

ご注意：駐車場はありません

（公財）東京市町村自治調査会　多摩交流センター
〒183-0056 府中市寿町1-5-1 府中駅北第2庁舎6階
TEL 042-335-0100　FAX 042-335-0127　Eメール tama001@tama-100.or.jp
ホームページ　http://www.tama-100.or.jp/（自治調査会ホームページ内にコンテンツがあります）

「多摩交流センターだより」の問合せ先

日　時 10月19日（日） 　10：15～15：00
場　所 東京都立奥多摩湖畔公園
 山のふるさと村（奥多摩町川野1740）
内　容  奧多摩湖に面した、山のふるさと村の美しい自然の中で、地元の和

太鼓（奥多摩清流太鼓）・中学校の吹奏楽・ウイーンフィルで活躍す
るメンバーを中心とするクラッシックアンサンブル・国内外で活躍す
る若手音楽家によるポピュラーコンサート・スペインで磨き上げた
本格的フラメンコ・ジャズのスタンダード及びオリジナル曲など、子
供から大人まで楽しめる様々なジャンルの演奏があります。

入場料	 無料
【主　催】 山のふるさと村音楽祭実行委員会
【問合せ】 山のふるさと村音楽祭実行委員会事務局
　　　　 （奥多摩町観光産業課内）
 担当 ：神山・新島
 TEL  0428-83-2295
 FAX  0428-83-2344
 http://www.town.okutama.tokyo.jp/

山のふるさと村音楽祭

日　時 10月25日（土）
 9：00 京王線「高尾山口駅」前集合～15：00 解散予定
場　所　高尾山1号路～高尾山頂（往復）
 ※車いすの人と介助者はケーブルカーで下山
内　容  車いすの人は参加募集開始後、先着順になりますのでご理解

下さい。山の専門家２名がロープ等用意してご指導下さいま
す。山頂での昼食になめこ汁をお楽しみに！ホームページで一
昨年の様子をご覧下さい。会員外の方は通信費として１世帯
1,000円（入会の場合は今年度会費に代え、会報もお送りし
ます。）お願いします。ボランティア参加もご連絡ください。

  ちなみに、昨年は車いすの7名と、学生ボランティア30名、社
会人ボランティア17名、スタッフや家族、総勢100名で登山の
予定でしたが、台風のため断念しました。

参加費	  一人500円（保険料、なめこ汁材料費等）、弁当・飲物各自持参、 
車いすの人は障がい手帳とケーブルカー代（本人と介助者1名半額）

【主　催】 NPO法人地球冒険学校準備会
　　　　 http://www.chikyubouken.jp

【問合せ】 事務局
 TEL・FAX 042-646-0459
 E-mail：bandana@js9.so-net.ne.jp

車いすの人と高尾山に登ろう

広域的市民ネットワーク活動助成事業紹介
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○　50年前の昭和39（1964）年10月、アジアで初めての
オリンピック・パラリンピックが東京で開催されました。
当時小学2年生だった小生にはまだその歴史的意義が
わからず、マラソンのアベベや体操のチャスラフスカ、バ
レーの東洋の魔女などの活躍をどうやら後付けで刷り
込んだようです。ということで、個人記憶史上では初めて
の東京開催となる2020年のオリンピック・パラリンピッ
クまであと6年となり、準備期間が短く関係者の方々に
は大変だと思いますが、一個人としては今から胸が高鳴
ります。

○　ところで、東京都市長会、東京都町村会及び当調査会
では、市町村共同事業の一環として、「多摩・島しょ広域
連携活動助成事業」と「多摩・島しょスポーツ振興事業
助成事業」を実施しています（詳細は「ぐるり39」の6月
号をご覧ください。）。そのうち、後者は子どもの体力・運
動能力及び競技力の向上のための事業を支援すること
により、地域の将来を担うスポーツ人材の育成を図り、
まちの活性化及び魅力を高めることを目的として平成
24年度から実施しているものであり、各市町村では様々
な取組みが行われています。

○　また、本編記事のとおり、島しょ地域では全９町村の
子どもたちが参加し、サッカー大会を中心として互いの
地域間交流を深める「愛らんどリーグ」が平成６年から
毎年開催されています。

○　こうした取組みをきっかけとして子どもたちが身近に
スポーツに接し、地域のスポーツの担い手となり、さらに
オリンピック・パラリンピックやサッカーのワールドカッ
プの選手となって活躍するという大きな夢を持つ一助
になることを願って、引き続き関係機関とともにこれらの
事業を推進・支援していきたいと思います。 （M.Ｉ.）

編 集 後 記

公益財団法人東京都区市町村振興協会

▲平成25年度多摩・島しょスポーツ振興事業助成事業
（青梅市：子どもわくわく体力アップ推進事業）より



【発行日】平成26年10月1日　　【発行】公益財団法人　東京市町村自治調査会　　【責任者】石井恒利
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八王子市といえば、表紙の高尾山を連想するかもしれませんが、今回は滝山城跡をご紹介します。

“ココ”
ご存じ
ですか?八王子市第1回 

とっておきスポット 

　国史跡に指定されている滝山城跡は全国でも有数の中世
城郭跡といわれています。滝山城は大永元年（1521年）
に武蔵国守護代大石定重が築城し、天正12～15年（1584
年～1587年）頃、北条氏照が新たに築いた八王子城に居
城を移すまで大石・北条の居城でした。
　滝山城跡の特徴は、北側を多摩川に浸食された急峻な段
崖を利用して築かれた天然の要塞で、丘陵上を空堀と土塁
で巧みに区画し、防御を固めています。

　また、この丘陵の山々を奈良の吉野山に見立て、平安
時代の修験道の文化の名残もあることから、昭和46年度
に、地域の住民と行政等が協力して5,000本の桜（ソメイ
ヨシノ、ヤマザクラなど）を植樹し長い年月を経て、薄紅
色の花が斜面を覆うようにして咲く都内有数の桜の名所と
なっています。
　さらに最近では、公園内広場でくつろぎの場を求めて来
訪する方や、緑豊かな自然を満喫する方も増えています。

【公共交通】
京王八王子駅・ＪＲ八王子駅北口から戸吹行き・杏林大学行き
バスで「滝山城址下」下車→徒歩15分
【車】
中央道八王子インターから国道16号を拝島方面へ、
左入交差点を左折し国道411号（滝山街道）へ
※専用の駐車場はございませんので、ご了承ください。


